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従業員意見調査の因子分析的研究

ホワイトカラーと労働者の差異について一

藤　　原　　元　　一

1．はじめに　　　　　　　　　　　　　　　　　　このように見て来ると，心理的要求の拒否乃至

　最近，企業休にはとみに高度の機械化，合理化　　無視は・企業体の機械化・合理化の過程に於て重

が押進められ，労働者は分業化，専問化した企業　　要なる問題を含むことになる。

組織の下で，働かざるを得ない状態になりつつあ　　　このことはElton　Mayo，　Rethlithbergerら

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　による人間関係の科学的研究成果「ホーソン実

　産業企業体の近代化，合理化は，企業体の絶対　　　験」によっても明らかにされているがこれについ

要請であるにしても，労働者の機械化，物質化を　　　ては全般的詔介の文献5）は少ないが・部分的に

もたらしめ，人間たる労働者の創造の意欲，個性　　　は数多く紹介されているので・ここでは省略する

を極端に抑圧するに至っている、）ことは，すで　　こととする。

に指摘されたところで，しかも一部のあやまれる　　　この「ホーソン尖験」以来の諸研究は・今まで

経営者遥は，科学的な経営管理の名の下に，意識　　　無視され又少くとも軽祖されていた・心理的要求

的に一段と合理化方向へ推し進めることによって　　の充足に意を用いようとする人間関係管理方式を

労働者の労働の負荷や苦痛，不満も解消されるで　　生むに至った。勿論それは・一方ではMorenoの

あろう2）と信じていることに問題がある。　　　　　Sociometory，　LewhL以来のGroup－dynamics

　労働者は，四囲の情勢がどうあろうとも，本米　　などの発展による小集団の実験的研究が・幾多の

「社会的人間」たる存在であることを否定するこ　　原理原則を明らかにし・いずれも労働集団の心理

とは不可能であり，人間としての基本的要求をも　　的特性に関する基礎的なデータとなったωこと・

つ存在である、　　　　　　　　　　　　　　　　　　吏にThurstone・L・Lが態度の測定法を発表

　人間の基本的欲求は，生理的要求と心理的要求　　　し・社会的行動への計量的接近の可能性を示唆し

（又は人格的要求）とに分けて考えられている。　　　て・社会的研究の手がかりを可能にしたこと・他

この労働者の基本的要求たる生班的要求（換言　　方・企業体の高度の機械化・合理化の過程にあう

すれば経済的要求）にもとずく問題はある程度，　　て・現実の人事管理上・過去の方式に行き詰まり

現実に解決されつつあり，又将来解決することも　　を感しさせ・新しい管理方式の要請があったこと

可能であろう。しかるに後者の如き心理的要求　　　も見逃せない事実であろう。

（人格的要求又は社会的要求）にもとずくそれは　　　　こうした精勢の下に・産業社会学者や産業心理

今なお現実に無親された状態にあり，それに対す　　学者などにより・従業員の態度の測定は・異常な

る労働者の反抗は，不平，不満となり，職場の隅　　熱意をもって進められるようになうた。即ち企業

で，仲間の間での陰性化した対立をもたらし，巧　　体内の従業員が如何なる態度・意見をもつか・そ

妙なるサポタ＿ジュー，命令の無親や能率の低下　　　れと生産性との関係など所胴モラール研究・態度

などとなって現われている。3〕のである。しかし　　研究・人間関係研究が行われ・その数は内外のそ

乍ら多数の労働者は，むしろ蹟極的に職場におい　　　れを加えると膨大なものとなったのである。

て多数の労働者が形成する集団を通して，自分達　　　　その結果，今日では・アメリカ流の人閥関係管

の人間的満足を味わおうとする欲求を素朴に感じ　　理方式に対して・色々な批判がなされるに至って

て働いている」引のが実態であろう。　　　　　　　いる。例えば・人間関係をグループダイナミック
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スの概念によっておきかえ，これによって説明せ　　　人間関係の調整を含めて・人間関係の意味を正し

んとする試みがあり，この面からの批判は一考に　　　く再認識すべきであると考えている。

価する問題で，今後の成果が期待されるものであ　　　産業企業体に於けるこの人間関係管理に有用な

る。又一部の社会科学者の批判している日本経済　　　る資料を提供するものとして，従来行われて来た

と米国の経済「酎青の差異に基ずき・米国の人間関　　職場における態度及び意見・モラール・人間関係

係論の導入の過程における問題として提出された　　調査などがある。これらの調査は，その調査者に

問題点などがある。　　　　　　　　　　　　　　よっていろいろの名称で呼ばれているが，その大

　次に今一つの見方は現場の実態調査の結果，人　部分は・従業員に対する・クェッショネア・イン

問関係論に対する批判がそれである。その点・日　　ターピューなどによって・所謂言語的刺戟の反応

本社会の特徴的な人間関係を詳細に検討し・その　　又は応答としてとられたという点では同じであ

現実の上に立って，日本式人間関係論を新たにつ　　　り，その研究の目的とするところによって・又方

くり出していく7，」ことは必要欠くことの出来な　　法論上からかかる名称が生まれたものであろう。

いことで，入間関係論の導入において確に注意し　　　後者については・態度理論のなかで態度及び意

なければならない点であろう。　　　　　　　　　　見について・多くの学者が述べているが・今だ定

　その点で産業心理学者によって研究されたもの　　説はないようである。

を紹介しよう。正戸らの研究8）によると・日本国　　　Maierは彼の著書10）「The　Psycholagy　of

内における労働者の要求について調査し・高賃金　　　Attltude．」において次の如く述べている。

労働者の場合・人間の基本的要求のうち・第一の　　　態度が，もし閏係の枠組だとすると，態度は一

要求は・人格的要求であり・次で生理的要求を挙　　般的背景条件として考えらるべきである。即ちそ

げている・これに対して・低賃金労働者は・先ず　　れは，人が物質を又は人間を観察するときの見方

第一に生理的要求（特に賃金・労働条件）をして　　　であり構えであるということが出来る。然し意見

おり・その後に人格的要求をしている事実であ　　は或る事件や行動又は物質の解釈に関するもの

る・更に・大須賀の研究9｝によると労働者が役　　で，人がどう見るかについての解釈である。

職者も含めて・モの賃金に対して不満をかこって　　　　そこで彼は事象と態度と意見の基礎的研究を次

いる事実がある。　　　　　　　　　　　　　　　のように図式化して示している。

　勿論企業体の規模による差異も考えられるが，

諜と：芸麗塁憲：鷺言1璽：濃：　1当〉⑭㎞㎞巨撫i＿1

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fact　l

　ここで考えられることは，米国のような高賃金

所得者の場合に初めて，人格的要求が重要なもの　　　　ここでは・与えられた意見は事実の解釈である

となるということである。即ち人間関係論の重要　　　ことを示している。この解釈の性質は個人の態度

性が起り得るのではないか。ところが日本におけ　　による。然し人が何故そのような意見をもつのか

る賃金は，大企業のそれでも米国より遙に低い場　　　というと・人はもうともらしい理屈をつける傾向

合に，米国において成功した程の期待が，もち得　　がある。ただ注意すべきことは・意見がもっとも

ることは考え難いことであろう。　　　　　　　　　らしい理屈の原因であるが，この理屈が，意見の原

　然し，日本の企業体において，その実効が伴わ　　因を述べているのではない」ということである。

ない故をもうて，真の意味での人間関係論が不要　　　更に態度の概念が・反応の一貫性及び予測可能

であるとの説に対しては，多いに疑義のあるとこ　　性を意味していることは諸家の定義によっても明

ろである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　らかである。

　私は企業体の高度の機械化によってもたらされ　　　　例えば　CampbelL、）は，態度の操作的定義

た人間疎外の現実の中にあって・各職場における　　を「個人の社会的態度とは，社会的対象に関して
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の反応の弔性の持続的な継群である」と述べ　ずいた岸戸の従類の麟髄iこついて，北脇の

ている・　　　　　　　　　麟的態度形式の要囚曄原の疲労感と燗縣
　ところが態度は・その情緒的ならびに認知的性　　　の相関分｝斤など，実態の把握化から漸次理論化の

質をもつか・ないしはそれと深い関係をもつもの　　　試みをも生むに至っている。その段階において，

である。そしてそれは尾高氏勒のいうように・　　　次のことが要請されるようになった。即ち企業体

「鮒の論理」に従うものと見ることが出来るであ　のうちにある従類力・，社会的刺戟，1豫の諸々に

ろう。その点についてMaier・3）はattitudeと　　対して，これまた，さまざまな態度をもって行動

感情及びその論理の間の関係について言及してい　　　し，生活を営んでいる。この従業員達の無数の異

るのも同じ考えにもとずいたも脈あろう・　　った徽の根底に働いている根本的な態度肝な

　又意見は「潜在的体制として・態度そのものを　　　るものを、因子分析的に抽出することによって，

醸的噛明するものではないカ・蜘れないが・　従業員の態度の本質を明かにせんとする試みであ

厳にもとずく語的反応として見るのカ‘妥当で　る。この点の研究は比醐少なし・。

あろう」声　とされている。　　　　　　　　　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Schrelber，　R．　J．，　Smith，　R．　G．，　Harrell，
しかしｱ実に態度を測定する段になると・それ　エW，1、、らによる「従類の瓢の因粉，斤」

は酋（言語的媒介）樋じて行われることにな　において，職場における適性と不満に関する，い

ろっ・その意見と態度との関係は・上述の如くで　ろいろの難の酬姻子分糺てぽの二つの

ある・そこで学者によってその意見を通じて態度　肝を抽出している．「職業的満足の因子」，「福

（腫モラール・燗関係）を雌してし’るとみ　利厚生の醐の肝」とである．兼子1。，は輌

竺難とは区別さ酷意見のみをみていると　地加融通關畷場モラールの齢を行い，

糖るか‘こよって蹴る・　　　　その鞭囎間岨子酬の結鰍の四つの因
私はここでは・前者の幽に立ちそれカ‘意見を　子を抽出した．第＿肝「仕事に対す碩味」第

靴て測定された点で・意見雛と呼ぷこと｝こす　二因子「蹴の上司及び同僚関係」第三因子L職

る・ただ蛇足だが態麟査と呼端合に｛ま・尺度　務の罐ないし諮りの自覚」第四因子「生活ない

化さ枇意見の場合に用いれば良し’脈はないか　し賃金の充足度」である．正戸、7、は「従類モ

と考えている。　　　　　　　　　　　　　　　　＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フール及び関心についての因子分析的研究」にお

2　従来の研究　　　　　　　　　　　　　　　　　いて，五つの因子を次のように解釈している。因

　意見調査（＿般的には，モラ＿ル，人間関係，　　子1・「仕事を申心とした人間関係」因子1「仕

態度及び意見調査と呼ばれているもの）は，未発　　　事の好悪とその評価」因子夏「トップマネジメン

表の分を含めると実に膨大な数に達することが想　　　トと監督者に対する満足感」因子W「集団凝集性

像される。特に日本における産業企業体における　　に関するもの」因子V「組織に関するもの」で・

この種の研究発表も，昭和27．8年頃から盛に行わ　　　Wは・同僚成員を軸としたまとまり・集団の所属

れている。　　　　　　　　　　　　　　　　　感’誇りを含んだものと解されるとしている。

　その主なものの一部を紹介すると，安藤らのS　　　石毛u｝らは，「近代化に対する従業且の態度に

RA態度調査に関する研究，石毛らの労働意欲に　　閥する研究」において，制限連想法を用いて，近

関する研究，NRK態度調査の標準化について，　　　代化への従業員の態度の構造を明かにしている。

IE戸らの人間関係のための態度，モラール調査，　　　これによると，第一因子は，近代化によって生ず

太城の紡績女子工員の不満の分折，兼子の職場モ　　るプラスの面，経営的思考構造を構成するもの，

ラー一ルの調査，大須賀の各種会社工場におけるモ　　第二因子は，近代化によって生ずるマイナスの

ラール，意見調査にもとずいた産業モラールと生　　面，近代化への不安等の自己身辺的思考を表わす

産性1ζ関する研究，三隅の下諦中小企業体におけ　　　ものがあるとしている。」

る人間関係の研究，その他この種意見調査にもと
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3　本研究の課題　　　　　　　　　　　　　　　　　を持ち．会社のために働こうと思っていますか。

醐上の研究から・次の二つにつt・て謝2 F方三1難㌧の酬らかで．前途が蹴て、、

していきナ・いと考えている・　　　　　　ると蹴ますか．

る纏蕊∴霊㌶㌶：蕊3鵬＿会＿全行程＿て，ど
見蹴を通じて・彼らの企業休に文寸す酬度醜　　の位唖であると思いますか．（重要度）

本的因子構造について明らかにすること。更に　　　ロ　モれについて，どれ程関心がありますか。（重要

　（2）就役労働者（Blue－collar）と事務労働者　　　　さ）

（Whit・弍・ll・・）の態麟螢倒目異について撚　
4職について

し，それぞれの特性をつかみたいと考える。　　　　　イ　彼の部下の評価は，公平で正しいと思いますか。

　これほ，Eysenck期が行ったように・二つの　　　　　（評価）

群（神経症群と正常者群）に分け・それぞれ心理　　　ロ　披は・部下のことを・心から案じていると考えま

的測定を行い，その結果を別々に因子分祈して　　　　すか。（部下思い）

factor－patternを比較しているが，この方法にな　　　ハ彼は・部下の提案をきき・仕耶を改善する努力を

らって両者を比較検討する、　　　　　　　　　　　　　している方ですか。（提案）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二　彼は，部下の纏情をよく知っていると思います

4　研究方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か．（感情観）

〔1〕或る企業体内において・実施した意見調査　　　ホ彼は・部下がどうすれば協力出来るか’酎9ている

について分肝する。　　　　　　　　　　　　　　　　　と思いますか・（協力）

　職場における各種の意見を調査する場合には・　　　5　友人関係（友人閲係）

きわめて＿般性をもった高い抽象の次元の社会心　　　　貴方と一緒に働いている人達は・一卓般的にどの程度

理学的概念を渓際の適用にあたって，どのよう　友f青が厚く噸りになると思いますか・

な文脈からとらえるぺきかは，唖な1踵題であ　6記の囎について
る躍高搬，。、は遮鄭おける鰍欝昂査の二っ　貴加・他の職場と比べて

の形態を・「モラー蹴」と「帰属意識の調　蕊雰鷲鷲隠鷲：蒜鷲
査」の醐域に求めるべきであるとしてL’る・塩　性）

入鋤らは同様の立場から「職場における満足度」　　　ハ賀方は，自分の職場から他に移りたいと者えたこ

と「職場における規範への同調度」更に「政治経　　　　とがありますか。（愛薪度）

済的態度」をつけ加えて調査している・　　　　　　7　給与（給与）

　モの他産業心理関係者の実施した項目を見る　　　　廿方は，貴方の給料だけで暮していけますか。

と，いずれも上記のものと近いものである。強い　　8収入（収入）

て言えぱ人悶の心理を微視的に取扱った点が多少　　　　家族の収入を合せた場合どうですか。

異っている程度のものであろう。　　　　　　　　　9　交際費（交際費）

　私の場合は，予備調査に基ずき，特に問題とな　　　　社内外の友達づき合のために・使えるのは何％位で

っていた給与面での調査をやや詳しく調べること　　　すか・

になったが，文脈から言えば，大方の調査項目に　　　11教養費（教養費）

従ったと翫よう。　　　　　　　貴加：・ためになる本などを買ったり・撚のため
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の費用は，給料のどの位ですか。
　　この意見調査項目は第1表の通りである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12　職務給制度（職務給制度）

　　　　　Table　I．　Items’of　subscales　　　　　　　　　貴方は・この制度に対して・満足していますか・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13超過勤務時閥（超勤）

　1　経営帰属感（帰属感）　　　　　　　　　　　　　　　　　廿方は，現在行われている職場別の超勤について・

　　一般的にいって，この会社に務めているζとに誇り　　　変更すろ必要があると考えますか．
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14職務給差（職務給差）　　　　　　　　　　　　　さ，口）部下思い　ハ）提案　二）感情　ホ）協

　　貴加諮鵬敏囎給端って・’ることについ　力15経営者との人爬日酬イ）1醐。）コ
　て・どう思いますか。　　　　　　　　　　　　　　　ミニユケイション

15課ﾟ繊者について　　　　　　了紡8収入9交麟11教劉
イLの随の下で・願して・蹴よく働く・とが　12職務給；順131醐14嚇継
　　出来已㌔．（1蹴）　　　　　　この他に醸なものとして考えられるものに

欝欝瓢㌻謬三霞麟㌶罐撒讐㌶：遼
　　　（繍査では，これらの醐臨段階1，分けて　上こオ；り剛愛せざるを得なかった・

　　掴し，、の5脳をチェ。クしてもらっナ、。10は　Whlt⌒lla・とBl・e弍。11・・

　　4段階にしたため，これを除外した。）　　　　　　　　ホワイトカラーと言うのは・職業大分類のなか

調；E囎は1）会竺に対する躰ll虻を生む諜雲煙㌫：蕊巖蕊三

：：：㌶：晶耀f㌶‡；耀：：蓼㌶蕊蕊豆『㌫1㌫鷲嘉

給料醐するもの・に大別出来る・それを更に網　して言わオ⊥ている，賜スタ。フとラインと対比

に分けた・柵の獺を挙げると次の通りである・させ醐合のスタ。フにあたると粗てよい。

1経営帰属感2昇進3イ醐の腰　 Bl。醐11arは＿般に労働に従」；しラインにあ
度　3ロ　知る程度　6イ　能車　6ロ　適性　　　たると考えて間違がない。

6　愛鞭　　　　　　　　　〔2〕蹴人nWhi・。蜘11。，59名
　5　友人関係　4　職長の人間関係　イ）公平　　　　　　　　　　Blue－collar　　128名
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Table　4　Centroid　factor　matrix．　（white－collar）



M　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－一・藤　　原　　元　　一一一一・

蕊ご］1（Aの1一一（C・）｛wiV
1

2
3〔イ〕

〔ロ｝　　　　　　　　　803　　　　　－　　　　526　　　1　　　　　　　186

4（イ｝　1　　　　　901　　1　－　　 G7g　　i　　　　　266

！幾　　！認i：　il日　　認；

嵩i　！器1－　1藷i－　！；1

943　　　1　　　　　　　061　　　　　　　　　　　285

642　　　i　－　　　　　1…2　　　　　H　　　　499

881　，－　356　1　　149

5’ c　794ト　373L329…　034・　0956｛イ｝　　：　　　　　　　917　　　i　　　　　　　300　　　1　　　　　　　234　　　i　　　　　　　178　　　1　　－　　　　 104

；潟 奄奄奄宴qiii　l－iii　l：lii　i－iii

1何｝iliLlii－li

　　　　　　　　　　

｛：顯二iii

l－　　057　：－　　124
　－　　　　044　　　．　　　　　　　055

　　　070　i　　　O85
　－　　　136　　　－　　　021
　　　189　　　；　－　　　　221

且ll鋸1i；；にi；iに！；ii一占器

（司 o　9611　170十　12・

116．27612．5661L275
　　　　　　コi　　　　　　　I　　　　　　　i

　　228　　　1　－　　　　068

－　　　243　　ト　　　　　203
－　　　　052　　　1　　－－　　　　150

　　198　　　．　－　　　　170

　　107　：　　　155

．395 ．367

h2

981
717
973
ggo
907
937
932
940
　933
　88？

LO30
　977
　992
　993
　990
　789
　973
1．002

　992
　992
　950
1．002

20、879

Table　5　Centroid　factor　matrix．（Blue－collar）

〔3〕両者はそれぞれ別々に集計され，特に次に　　何個まで抽出したらよいかが問題になる。

述べる因子分析においても，相関係数の算出，因　　　　これについてはGilford，聞Holzinger，劉

子の抽出，軸の廻転共にそれぞれ独立に行われ，　　Mcnemar，鋤Fruchter措）らは，それぞれの基

相互が比較検討された。　　　　　　　　　　　　準又は近似式を示し，Cattle働は一括して11の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　方法を紹介している。更にGilford　29）やThur一
　因子分析
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5tone　3・）は自己の見解を示し因子の数が少なすぎ

　1相関係数の算出　　　　　　　るにおいては，心理学的意味の解釈の可能性，更
　各項目毎に被験者の応答の頻度分布をとり，こ　　　には回転の難易などを考慮して1）については第

れにより項目相互間の相関係数を算出し・相関行　　　5因子まで抽出し，2）については，第3因子まで

列（第2表）を作った。斜線上半分はWhite一　　を軸の斜交廻転をするに止めざるを得なかった。

collar・下半分はBlue－collarのそれである。　　　ただ第3表を見れば解るようにこれで一応大過な

　2　因子の抽出及び斜交廻転　　　　　　　　　　きものと認められる。

　この相関行列に基ずき，ThUTstoneの完全セン　　　斜交廻転には延長ベクトル法31｝（Extend

トロイド法酋｝により・第5因子までの因子の抽出　　Nector　Method），一一平面法32）（Singleplane

を行った。そのセントロイド因子行列は第4表と　　method）及び最も代表的なラジアル法33｝（Radi一

第5表に示した。ただし残差行列は第3因子まで　　al　method）等がある。ここではラジアル法に

の斜交回転を行う都合上・第3残差因子行列（第　　よる斜交廻転を行った。そして因子構造が単純構

3表）を示すこととした。　　　　　　　　　　　　造3”（Simple　Structhre）1こなるように面転し

　多因子型の因子，（Multiple－Factor）の分析　　た。

鍋には1）因子の抽出2）軸の回転の二つの過　　　　この単純構造は　ThurstOllが節約の原理

程をふくむ必要がある。この場合に因子の抽出を　　Scientific’principle　of　parsimonyに基ずいて
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単純描造の原理を充表したものである・そして彼　　　殻回の斜交廻転後に得られた因子行列を図示し

はこの原理は・統計的簡「lt化というよりは・むし　　たのが第1図a，b，及び第2図a，　b，である．

ろ科学的な方法として，因子分肝においては基本
　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　因子の解釈
的なものであり，かつ因子理1論の中心ll勺なテーマ

の一つであるといっていろ。　Cattle勘は，単純　　　　斜交廻転後の因子行列から・各因丁毎にその負

構造以外の方法についてまとめている。その他　　荷li！：を大きさの碩に並べ持え・それに対応する態

Ey，en。已、らの異っ観齢みられるが，本論　度囎を示しナ・ものが第14・第15表で・醐らの

綱構造の醐こ従つナ・・　　　謬lc㌫㌶く雰㌻蕊竺霊：e「n

　　　　　B　　　　　　　　　　　　　　　　　　さて，得られた因子に心理学的意味を与え，解

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　釈を行うのであるが，これに反対する人達もある

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と言われている，それは特に因子の解釈の仕方が

　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主観的であるという理川かららしいが，これに対
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　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　昇進，帰属感，巫要度，友人関係などに於ける共
一．’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　通の特徴は，働くことへの自己関心のあらわれと

＿」　　　　　　　　　　　　　　　　佑　　　見倣せるであろう、他方部下の評価，部下の提案

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等にみられる共迅の特徴は，上司との人間関係で

一」一　　　　　　　　　　　　　 一一一一 @　　あるとする。従って高い項目群中に共通するの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は，働くことへの［」己関心であり，低い項目群で

一4　　”　　　　　　　　　芸　　　は人間関係と言える。故に高い項目群巾に共有さ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一屯’‘　　　れていけないのは人間関係の要素である。それ故

一」 @　　　　　　’　　　　一・・　　働くことへの自己関心から人問関係の要素を除い

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝6：　　　たものは，効労への関心と言えよう。
　　官
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　それで，このA因子の解釈は，労働条件と勤労

一」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　への関心の因子ということが出来よう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：：：　　以上の方法により，高い項目刑・に］樋してい

一才　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　る特徴から，低い項目群ll1の共通しているものを

Table　14　Factor　pattem（yVhite－collar）　　除いて残されたものは，命名される対象となる要

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　素である。この方法でこの要素を解釈して以下す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　程度にする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B因子　これは，適性，収入，信頼，教養費，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　愛着，交流，給与，超勤の項目が正の方向に負荷

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P　　　量が高く，感情観，職務給制度のそれは負の方向

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に高くなっている。負荷1丑の低い項目は，帰属感，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4、．　　　iE要度，監督者及び友人関係である。従って，　B

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工　　　因子は，上脳幹部に対する負荷が大きく，帰属感，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，．　　　重要度とは関係が少ないものと考えられる。即ち

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．‡．　　職場を離れた仕事の好嫌であるといえよう。労働

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　条件に高い故，B因子は，生活のたあの仕事の好

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嫌の囚子と解釈しておこう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C因子　この因子は，大部分が直上の監督者と
Table　15　Factor　pattem（Blue－collar）

して我々は，抽出された因子を主観的にではある

が，敢て命名し，この心理学的仮定が正しいか否

かについて，更に実証するに至れば初めて事実が

解明されるであろうという立場に立つもので、そ

の主観性が克服され得ると考えている。

Whiter二〇11arの場合

　A因子　負荷量の高い項目は，職務給制度，職

務給，昇進及び感情観，更に交際費，帰属感，給

与，友人関係，重要度（0．40以上）で，低い項目

は，提案，評価，超勤などである。この高い項目

群中に共通の特徴でありながら，低い項目群中に

共有されないものは何かを考えれば良い。労働条

件が大きい負荷量をもつのは一見してしられる。　　　Table　6　Cosi爬of　an露1e＆Corelati・n

そこでこれを除いて考えて見ることにする。即ち　　　　　　　between　Reference　axe8，（Whit¢－c。11ar）

A・・－L・・D・・lA・lB－　C・
A。1　　　　1BoCo　　　　　l

　　　0．4049

P－0．9104

P－・．咄

02464

O．57961
@　　　10．7767

　　0．2417

@　0．3532

|　0．9038

Σ入コ

　　　　1

求E999磨@L°°°1

・－A’・・A臼lA・lB－　C・

A含　　　　　0．9998

@　　　1a3　　十一　〇．4933　　　　｜

b，　LO．14？6　　　　i

　　　　　i
B．9998i－。．437711』0。1　　　　　1
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の関係項1ヨで負荷がiゴllく，つづいて能率，亜要度

となっており，友人，上層幹部との関係では低く

なっている。従って，C因子は労働条件にも関係

の薄いもので，湘ゆるll11：上の監ff者との人問関係

の因子といえよう。

　Tとlble　8　Ratation　1　（Wllite－Ct｝Uar）

S・・　i　　AI　　i　　B・　　l　　C・

　　　　　　　　　1　　　　　1
；：Ll：：：：ll：：；目゜’57：

　　l　　　　　　　　　l

Co　1　　　　　　0　　　　　　　01　－　　LOOO

A・・－L・⇒A・iB・lC・
Ao　　　　　　　　　O．3389　i　　　O．2774　　　　　　0・2453

　　　　　　　　　1　　　　　　‘BO　　　I－　0．9404　　　　　　　　　　　0・9532　1　　　　0・0538

Co　　　　　i　－　　0．0248　　　　　0．1206　：　－　　0・9680

Table　g　Ratation　2　（Whiteイollar）

S・・lA・lB・　C・
A1　　　　　1．0001　　　0　－　0．362

B・　－02141ユ・0001　　0
C1　　　　　　　　　　　　　　0　　－　　0．845　1　　　　　1．000

Ao

Bo

Co

　0．4841

－　0．9140

0．31］L5　1　　　　0．2646

0●6825　；　　　　0●2780

0・73341－0・8680

　　Σ疋10・999gl　1・00・11　LO・・1

M・－A’・・A・・iA・lB・lC・

　　A5　。．gggg　l　，
　　　　　　　　　　　1　　　　；
　　B・　，－0・805叫1』001i

　　C3　iO・0565－0．0026」1●0001

　Table　7　Cosine　of　Angle＆Corelation

　　　　　bctween　relerencεax“．（Blue－co11ar）

　B国子　収入，給「｝，職務語制度，教養費，職

務給差など労働条件に関する項日や能率，適性，

交流など白己の仕事に関係のあるものの碩に高い

負荷をもち，昇進，ml要度，愛着，超勤，友人及

び職長との醍係など，職ち｝と直ちに結びつく項目

に1ユ荷が少ない。この’＃からB因子は，生活のた

めの仕：1エへの自覚の因子と言えよう。

　C因子　交際費，昇進，協力，友人関係，職務

給などに高く，白己の職務や上層幹部，監督者と

T。bl。10　R。，、、i。n　3（Whi，⌒ll。．）　　　の関係・更1こ掃属1虞・玉難などについても負荷

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　量が少ない。従って，同僚との対人閲係の閃子と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でも呼ぷべきであろう。

　　A2　　　　　　1．OOO　　　　　　　　　　　　　　　　　Table　ll　Ratation　l　（Biue－collar）

　　B・　i－0」28　1・000　　　　S・1－L・・lA・iB・［C・
　　C内　　1　　　0　－0」32
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ao　　　　l　　　　　　O．583　 1　　　　　0・574　1　　　　　　0・286

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Bo　　i　－　　1．0001　　　1』001　　　　　0

L－AsiA　！B　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　l　　　　　［
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Co　i　　　o｜　　　Oi『　LOOO
　　A・i・・43・Ol・2599　　T。b1。12識輌3（B＿11趾）

一　〇．9668

－　0．0894

0．611ユ

0．8192

　0．3574

－　o．9146

　Blue－collarの場合

　A因子　提案，重要さ，重要度，友人聞係，超

勤，協力，部下思い，愛着，信頼の項目に高い負

荷をもち，能率，適性，労働条件らは負荷二肚が少

ない。従r＞て，これは仕事への関心と会社内の人

間関係の因子とでも言うべきであろう。

S1・iA・lB・iC・
Al　｛　LOOO…　　ol－　0．062

B・卜…46－・・ool　・
C・　i　　　Oi－0」4？l　LOOO
L・・－A・・S・・lA・lB・｜C・

A・　10・4808；0・4577’0・2437
Bo　　　i－　0．9037、　0．8673　　　0．0535

C・i　・1・・1413i－・・9614
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Tablc　13　Ratation　3　（Blue－c・llar）　　　　　　　　ところで，この調i｛iでは，　Blue－collarの場合

・叩　lA・iB・l　C・
A’、　　1　　1．000｛－02851　　　　0

L・・＝V臼S・・，A・　｝B・；C・

A。　iO．379川0．32BoiO2453
　　　　i　　　　　　l

B・i－1・°537iL127°‘°・°538

C・ 堰|0・02781°」426…一゜・968°

のA因子は，前者の第1，1因子と，B因子は第

日，ly因ゴと，　c因子は，第1因子と対応してい

ると見られる。

　又後者の第1，H因子が，A因子と，　B因子は，

第皿W因子と，C因子が第ロと対応ずけて1；えら

れる因了であった。

　次にこの調査でのWhite－collarとBlue－collar

との因」二措造の差違について検討する。

　White－collar，　Bluε一collarとも同じ項日を使っ

ての調吉であり，経営者に対する労働者という点

では，両者は一致しているはずで本質的兼違は認

上記の｛鍵の研究のうち，ここで取扱っナ澗題　められ国・ようである・然し細’点では、へ「hit・一

と類似している，兼子，n：戸氏の抽出した洞｝との　　collarの意識・態度構造とBlue－collarのそれと

比較して見よう。（抽出されたレ］子の酬の比較）　の問に｛ま多少の違いを認めることが出来た・それ

光酬砥の肝はWhi、、．，。ll、らBl。，，。1一　はWhi・・一・・ll…）人剛」係1副では，友人よりも

1。，共｛こ蹴、づ賜く一二舐のそれはB1。←　上司嚥し・1髄帽められ・B1・・一・・lla「の」鵠

、。11。，の肝と杣があるように齢れる．（こ　には・上洞僚との継に・唖なる1腿があるか

れは項目の選び方，その表現，対象の性質など，　　　らである。

］E確な瀦を入手していないのであるが。）　　これはWhi・〔ll・・の姻縣との相蠕

難蕊る竺度をもつ　ものかも知れ

　　　抽出された因」二の解釈の比較　　　　　がえる。それ故，Blue－collarの場合，友人閲

剖兼孤の研完ほ舐の研究
［｜蝉に対す酬棲弔を恥とした人間関

　　　　　　　　　　　　仕事の妊悪とその評価1i職場の上司及び同僚関係

　職務の意義ないし誇りのトップマネジメントと監11　自覚　　　　　　　　　督者に対する満足癌

叫k融いし融の充鍍鯛蹴性に耐るもの
v・

Ai労鹸件と醐への恥1仕事への関、口人鵬係

B1生活のための仕軸好嫌｝生活のための榔の醜

C順上監督者との人閥関係1同僚との対人閲係
　i　　　　　　　　　　　　　　l

係は上司同楳に重要な関係であるとすろ態度がみ

られるのに対し，White－collarの場合に1ま・．父

人関係は同僚であると同時に競争相手であり，相

手より優越するためにもヒ司との関係を重んじよ

うとする態度が生れたと解釈することが出来る。

　2）　、Vhite－co11且r，　Blue－collar　共に抽象r｝勺

かつ概念的な一函を持ちながらも，他面では具体

的，現実的な点も認められる。吏に両者のこの現

われ方では，むしろ片方が抽象的な時には，もう

一方は具体的という具合に逆な面がみられると言

えそうである。

　高田氏胞）によれば，「ホワイトカラーと工場労

働者「按能労働者）との意識上の差異は・現在う

すれた」とし，その理由として「経済的にも，あ

るいは仕事の内容においても，差異が少くなって
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いることを実感として身につけたため」だろうと　　　　次の二つを得た。

している・　　　　　　　　　　　　　　　　　a）　人間関係観でWhite－collarは友人より

　然し確かに観念的には・この意識上の差異はな　　も上司に深い閲連が認められるのに対しBlue一

くなったとしても・現実的には依然として態度購　　collarは上司，同僚共に深い関連がある。

造上の細い点における違いは・その考え方・処世　　　b）　両者は共に人間として，意識面で＿面抽

紐・川界ll］1の違いから・当然予患され得るもので　　　象的側而をもち，他面現実的具体的側面をもつが，

あろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　White＿collarの場合とBlue弍ollarの場合と

　要約　　　　　　 では，モの現れ方は逆である傾向が認められた。
　産業企業体における各種の従業員態度は，その

性質か硯て，勧て鍬元的，酬性をもっこ　文献

とが想像される。この従業員態度の奥に潜む，－　　　DElton　mayo；Human　relation　in　Indus一

層根本的な態度因子なるものの構造を明らかにす　　　　　tory．

ることによって，彼らの態度の根本的傾向，構造　　　　2），4）尾高，H．Rとは何か！

を把握せんとした。更に一般的にBlue－collar　　　3）エルトン・メィヨー藤田ら訳「アメリカ文

労働者とWhit←col1訂」1‘務作業者の両者の間　　　　　明と労働」11d　26

の態度構造に連いのあることが推察されるので・　　　　5）Blum，　Howthone　Expεrimence，

その両者の態度因子の構造の差異についても検1は　　　5り藤原：人間関係の科学的成果「ホーソン実

した。そのため　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　験」について　八輔製鉄講議資料

1　従業員に対しての意見調査を質問紙法により　　　6）南博編　人］［管理　応用社会心理講座3巻

　調在する。その調査項目は第1表の通りであ　　　　7）同　上

　る。これを5技選択法によりチェ1ックしてもら　　　　8）正戸　勤労意欲とモラール　心理学講座

　つた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9）止須賀　労働集団　産業心理ハンドブック

2　各項目の賛一否好一嫌の応答頻度分布をと　　　　　労研刊

　り，そのそれぞれ各項目間の相関マトリックス　　　　10）Maier，　Psycholagy　in　Industory．

　を作った。　（第2．3表）　　　　　　　　　　　　　　1D　Campbel1，　D．　T．　The　indireet　assess－

3　この相関マトリックスにより　Thurstonの　　　　　ment　of　social　attitudes，　Psychol，

　centroid　methode　により因子行列を第5因　　　　　　Bull，1950，47，15－」8・

　子まで算出した。（第4・5表）　　　　　　　　　12）尾高邦雄産業における人間関係の科学

4　この因子行列の第3因子までを，Radial　　　　　　有斐閣昭28

　Methode　により斜交回転を行った。　（第1・2　　　13）Maier；前掲

　．図a．b）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14）相良守次ら編　心理学事典　平凡祉　昭32

5　次いで斜交回転後の因子行列により，因］二の　　　15）Schreiber，　R．　J・，　Smith，　R・G・，　Har一

　解釈を行い，次の如く命名した。　　　　　　　　　　　relL，　T．　W・，　A　factor　analysis　of　emp－

Whiter：0110rの場合　　　　　　　　　　　　　　　　loyee　attitudeJ・apP1・psychoL・1952・36

　　A因子労働条件と勤労への関心　　　　　　　　　247～250
　　B因子　生活のための仕∬の好嫌　　　　　　　　16）兼子　宙　職場モラールの因子分析　応心

　　C因子　真上の監督者との人間関係　　　　　　　　論文集　第19回大会　1955

Blue＿coliarの場合　　　　　　　　　　　　　　　　17）正戸　従業員モラールおよび関心について

　　A因子　仕事への関心と社内の人間関係　　　　　　　の因子分析研究　応心論文集　1％1

　　B因子　生活のための仕事への自覚　　　　　　　18）石毛長雄，丸山康則，柏木繁男

　　C因子　同僚との対人関係　　　　　　　　　　　　　近代化に対する従業員の態度に側する研光

6　次いで相互に比較検討してその差迎について　　　　　　1　［1本心理第25回発表論文集
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19）Ey、e。・k，　H．」．　Th・・i・・tifi・st・dy・f　28）C・tt1・，　R　B・Fact・・』ly・i・・N・w・・

　PeLrsonality　1952　　　　　　　　　　　　　　　　　　York　Harper＆Brothers　1952

20）尾高邦雄　前掲　　　　　　　　　　　‘　　　29）Gilford，前掲

21）塩入，富永，宇津，職場におけるホワイト　　　30）Thurstone・LL前掲

　　・カラーの態度調査社会学評論30，日本　　　3D　Thurstone，　L　L・．　A　newτolational

　社会学会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　method　in　Factor　analysis．　Psych〔戸

22）Thur5tone，　L．　L．，　Multiple　Factor　An－　　　　　metrika　1938，3，199－218

　a」ysis　Chicago，　University　of　chicago　　　　31’）Gilford，前掲

　Pre§s　1947　　　　　　　　　　　　　　　　32）Thurstone，　L．　L．前掲

23）同上　　　　　　　　　 33）清水利信困子分析法日本文化科学社
24）Gnford，　J．　P．　Psychometτlc　methods，　　　　　昭35

　New－y凸rk　Mc　Grow－Hill　1954　　　　　　　34）Thurstone，　L　L前掲

25）Holzinger，1く．工　and　Harman　H．　H，　　　35）Cattle，　R．　B．，前掲

　Factor　Analysi5．　UniΨersity　of　Chicago　　　　36）Eysenk，　H．」・Criterion　analysis　Psy－

　Press　1941　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　chol．　Rew．1950

26）Mc　Ne励ar，Ω．　On　the　number　of　　　　37）藤野ら社会的態度の因子分析北学大紀要

　factors．　Psychometrica．7，1942　　　　　　　　第四巻　第二号

27）Fruchter，　B　lntroduction　to　Factoτ　　38）高田佳手llホワイトカラーの戦後世代思

　　Analysis．　New－York　Van　Nostrand　　　想No．421昭34・7・岩波書店

　　1954


